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1967年 度 第4･四 半 期 報 告

1968年1月から3月にいたる,1967年度第4･四半期の, 東南アジア研究センターの活動状

況を要約報苫するo

現地調査研究としては,前期にひきつづき福井捷朗助手 (東南7研)が,/ミンコク連絡事務

所長代理として勤務するとともに,水稲の植物栄養学的研究をつづけている√〕川口桂三郎教授

(農)は,これまで同教授が系統的に実施してきた東南アジア水田土壌比較研究の一環として,

1月 L旬,久馬-剛助教授 (東南ア研)とともにイン ドに赴き, 3カ月にわたり,主としてガ

ンジス河流域およびイン ド半島東部の水田土壌の調査を行なった′-)この調査には,地形学の立

場から, 高谷好一助教授 (東南ア研)が参加協力した｡本岡武教授 (東南ア研)は,第2期計

画にあらたに含まれる予定のイン ドネシア計画の予備調査を行なうため, 3月末,約 3カ月の

予定をもってイン ドネシアに赴いた｡

養成計画では,1967年 1月以降,当センター派遣海外留学生として, イン ドネシアのノミン ド

ン工科大学建築学部においてイン ドネシア民族建築等の研究を行なっていた野口英維大学院学

坐 (工)が,留学を終え1月中 旬帰国したO

交換計画としては,本岡武教授が 1月木,ホノルルで開催されたSEADAC会議に出席した｡

昨年11月上旬から,アメリカおよびヨーロッパの東南アジア研究機関および研究者を歴訪して

いた石井米雄教授 (東南ア研)は, 1月中旬帰国した｡

出版計画では Reportson research in Southeast Asia,socialscience series No.2,

naturalscience series No.3 および ｢東南アジア研究双書｣Ⅱ,Ⅲの刊行準備がすすめら

れている｡

東南アジア研究センタ-は,本期をもって第 1期 5カ年計画を終了する｡来年度からは,こ

れまで実施してきた現地調査研究の成果の刊行に全力をそそぐとともに,あらたに第 2期 3カ

年調査計画を開始する｡第 1期 5カ年計画を終えるにあたり,これまで各方面からセンターに

寄せられた温かい御支援に心より謝辞を申し述べるとともに,今後いっそうの御指導御鞭接を

お願いする次第である｡
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